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新
年
第
一
回
目
の
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
委
員
会
（
以
下
、
全

曹
青
）
紹
介
は
、
国
際
委
員
会
で
す
。
第
二
十
三
期
国
際
委
員

会
の
テ
ー
マ
は
、「
日
本
で
で
き
る
国
際
活
動
」と
題
し
ま
し
て
、

日
本
仏
教
文
化
体
験
ツ
ア
ー
や
坐
禅
会
で
使
用
す
る
英
会
話
教

室
な
ど
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え

た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
各
委
員
会
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
出
版
物
の
作
成
の
提
案
を
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
現
在
、
全
曹
青
か
ら
、
大
乗
仏
教
圏
お
よ
び
日
本
初

と
な
る
世
界
仏
教
徒
青
年
連
盟
（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
）
会
長
を
輩
出
し

て
お
り
、
そ
の
他
、
顧
問
・
副
会
長
・
事
務
局
次
長
・
会
計
次

長
の
四
名
が
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
執
行
部
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
国
際
委
員
会
の
事
業
の
ひ
と
つ
、「
日
本
仏
教

文
化
体
験
ツ
ア
ー
」
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
最
大
の
仏
教
青
年
会
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
仏
教

青
年
会
（
以
下
、
Ｙ
Ｂ
Ａ
Ｍ
）
よ
り
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
を
通
じ
て
Ｗ

（
八
）

増上寺での集合写真
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Ｆ
Ｂ
Ｙ
日
本
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
全
日
本
仏
教
青
年
会
に
日
本
仏

教
文
化
ツ
ア
ー
の
依
頼
が
あ
り
、
全
日
本
仏
教
青
年
会
の
国
際

委
員
会
を
担
当
す
る
全
曹
青
が
主
管
団
体
と
な
り
、
令
和
元
年

八
月
二
十
六
日
よ
り
八
月
三
十
日
ま
で
、
ツ
ア
ー
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

八
月
二
十
六
日
に
来
日
し
た
Ｙ
Ｂ
Ａ
Ｍ
一
行
十
五
名
は
、
芝

の
浄
土
宗
大
本
山
増
上
寺
に
て
一
般
参
拝
を
し
た
後
、
敷
地
内

に
あ
る
公
益
財
団
全
日
本
仏
教
会
を
表
敬
訪
問
し
、
戸
松
義
晴

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
長
か
ら
日
本
仏
教
に
つ
い
て
の
説
明
と

歓
迎
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
京
タ
ワ
ー
周
辺
を
散
策
し
、
増
上
寺
で
夕
食
を

摂
り
、
一
日
目
の
宿
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
築
地
本
願
寺
檀
信

徒
会
館
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
築
地
本
願
寺
の
朝
の
行
事
に
参
加
し
た
後
、
築

地
市
場
周
辺
を
散
策
し
、
福
島
県
い
わ
き
市
に
高
速
バ
ス
で
向

か
い
二
日
目
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
、
福
島
県
い
わ
き
市
の
浄
土
宗
九
品
寺
附
属
幼
稚

園
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
園
児
と
マ
レ
ー
シ
ア
の

歌
や
踊
り
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
曹
洞
宗
醫
王
寺
で
大
施
食

法
要
に
参
加
し
、
浄
土
宗
旧
名
越
派
本
山
専
称
寺
を
参
拝
し
た

の
ち
、
フ
ラ
ガ
ー
ル
で
有
名
な
「
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン

ズ
」
を
観
光
し
、
宿
で
あ
る
醫
王
寺
で
、
略
式
な
が
ら
も
曹
洞

九品寺インターナショナルスクールで
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宗
の
司
式
に
則
っ
た
食
事
作
法
で
精
進
料
理
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
夕
食
後
、
坐
禅
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
国

際
委
員
か
ら
受
け
、
夜
坐
を
勤
め
て
終
了
い
た
し
ま

●
執
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

国
際
委
員
長

村
上
徹
信

曹
洞
宗
福
島
県
青
年
会
所
属

第
20
期
に
国
際
特
別
委
員
、
第
21
期
に
心
の
傾
聴

委
員
。
ま
た
、
第
21
期
・
第
22
期
に
は
全
日
仏
青

（
全
日
本
仏
教
青
年
会
）
特
別
委
員
会
を
務
め
る
。

茶道体験の様子

し
た
。

　

四
日
目
は
、
五
時
起
床
、
朝
の
行
持
を
勤
め
、
日
本
の
伝
統

文
化
の
体
験
を
醫
王
寺
住
職
村
上
徳
栄
老
師
講
師
の
も
と
、
旧

磐
城
平
藩
に
伝
わ
る
御
家
流
茶
道
、
香
道
の
体
験
を
い
た
し
ま

し
た
。
茶
道
で
は
、
参
加
者
一
人
一
人
が
自
分
で
お
茶
を
点
て

る
体
験
を
し
、
香
道
で
は
、
平
安
の
世
か
ら
伝
わ
る
宮
中
の
雅

な
文
化
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
マ
レ
ー
シ
ア
人
参
加
者
の
全
て
が
華
僑
と
い

う
こ
と
で
、
漢
名
を
持
っ
て
お
り
、
醫
王
寺
住
職
か
ら
、
ひ
と

り
ひ
と
り
の
名
前
の
墨
書
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
国
際
委
員
会
は
、
外
国
人
と
の
英
語
を
通
し
て
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
勿
論
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
た

と
え
英
語
が
堪
能
で
は
な
く
と
も
、
違
う
宗
教
を
信
仰
す
る
方

で
も
、
互
い
の
文
化
を
敬
い
、
少
し
の
勇
気
を
も
っ
て
相
手
の

懐
に
飛
び
込
ん
で
い
く
こ
と
が
大
事
な
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
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